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ロジスティック分布
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累積分布関数が

ି௔௫

で表される確率分布をロジスティック分布という。

この累積分布関数は
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とも表せる。

累積分布関数

双曲線正接関数 tanh 𝑥 ൌ
e௫ െ eି௫

e௫ ൅ eି௫
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ି௔௫

のグラフを下図に示す。

累積分布関数

𝑥 𝑎⁄

𝐹ሺ
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ロジスティック分布の確率密度関数は

ି௔௫

ି௔௫

ି௔௫ ଶ

で表される。

この確率密度関数は
௔௫
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ଶ
ଶ

とも表せる。

確率密度関数

双曲線正割関数

sech 𝑥 ൌ
1

cosh 𝑥 ൌ
2

e௫ ൅ eି௫
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ି௔௫

ି௔௫ ଶ

௔௫

௔௫ ଶ
ଶ

のグラフを下図に示す。

確率密度関数

𝑥 𝑎⁄
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ロジスティック分布の確率密度関数は
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だから、確かに規格化されている。

確率密度関数：規格化
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ロジスティック分布の2乗平均は
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確率密度関数：2乗平均
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ロジスティック分布の2乗平均は
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確率密度関数：2乗平均
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ここで、
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であるから
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確率密度関数：2乗平均
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したがって、ロジスティック分布の2乗平均は
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確率密度関数：2乗平均
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ロジスティック分布の平均は
ஶ

ିஶ
だから、ロジスティック分布の分散を ଶ とすると

ଶ
ஶ

ିஶ

ଶ
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である。

確率密度関数：分散
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ロジスティック分布の分散を ଶ とすると

だから、累積分布関数と確率密度関数は を用いて
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と表される。

累積分布関数と確率密度関数
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ି஠௫ ଷఙ⁄

のグラフを下図に示す。

累積分布関数

𝑥 𝜎⁄

𝐹ሺ
𝑥ሻ



13Kagoshima University wata104@eee

ି஠௫ ଷఙ⁄

ି஠௫ ଷఙ⁄ ଶ
ଶ

のグラフを下図に示す。

確率密度関数

𝑥 𝜎⁄
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